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本研究の結果、下顎第一大臼歯機械刺激時の第一波の頂点潜時は 41.7±5.70 ms 
(mean±SD)であり、上顎第一大臼歯機械刺激時の47.7±7.36 msよりも有意に短かいこと
が明らかとなった。また、下顎第一大臼歯機械刺激時の信号強度は 13.9±6.06 nAm であ
り、上顎第一大臼歯刺激時の 7.63±3.55 nAm よりも有意に大きかった。第一大臼歯刺激
時の対側半球における反応部位では、上顎と下顎で有意差は認められなかったが、上下第
一大臼歯刺激時の反応部位は左手首の反応部位に比べて前下方かつ外側に反応が観察さ
れた。上述の結果から、下顎歯根膜感覚は上顎歯根膜感覚よりも速く、大きな信号として
中枢神経機構に伝達されることによって、咬合力や咬合位の調整により重要な役割を果た
している可能性が示唆された。 
 
 
 
  
 
 
 
 
